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表 1 実験条件
図 1 実験室平面図兼天井伏図

パッケージエアコン設置室における室内気流場の CFD 解析手法に関する研究
（その 5) 冷暖房時の気流解析における P.V. 定義面の最適位置に関する検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
パッケージエアコン　吹出し気流　超音波風速計

　　　P.V. 法　　　　　　　　　

1. はじめに

　快適な室内環境の実現には空調機器の吹出し気流性状の

予測が不可欠である。現在日本の建物にパッケージエアコ

ン ( 以下 PAC と略す ) が導入されている。PAC 吹出し気

流を正確に再現できるモデルは様々提案されているが確立

されていない。よって本研究では、P.V. 法を用いた解析時

間の短縮、解析結果の精度向上を両立する CFD 解析での

吹出し口モデルの提案を目的とする。本報では等温・非等

温吹出し気流の風速分布が一致する最適 P.V. 面位置の決定

を目的とする実験の結果を報告する。

2. 等温・非等温吹出し気流のずれ率𝜉𝑣とずれ𝜉𝜃
　等温吹出し気流に対する非等温吹出し気流の風速のずれ

を評価するスカラー風速ずれ率 𝜉𝑣[m2/s2] と風向のずれ率

𝜉𝜃[m・°/] を次式で定義する。

　𝜉𝑣 は等温吹き出し気流と非等温吹出し気流のスカラー

風速の差と等温吹き出し風速の積の二乗平均の平方根であ

り、𝜉𝜃 は等温吹き出し気流と非等温吹出し気流の風向の

差と等温吹き出し風速の積の二乗平均の平方根である。等

と非等温吹出し気流の風速分布がずれるほど大きくなり、

一致するほど小さくなる。また等温吹出し風速が大きい程

ずれ率に大きく影響する。従ってずれ率 𝜉𝑣、𝜉𝜃 が最も小

さい P.V. 面が最適 P.V. 面位置であると評価できる。

3. 実験室概要

　実験は大阪大学内の実験室で行った。室の天井伏図を図

1に示す。本実験室と実験対象PACは既往研究
(1)
と同様で、

風向が明らかなので図 2に示す。本実験では東側に設置さ

れている PAC の西側吹出し口を測定する。実験室の床・

天井・壁面には図 1 中の橙色の点で示す位置に T 型熱電

対を設置し風速測定中に温度を測定する。また緑色の点で

示す位置にも鉛直方向の 6 点に T 型熱電対を設置し温度

測定を行う。PAC 吸込み口と北側吹出し口には温湿度計

を設置し風速測定実験中に測定する。予備実験に関しては

既往研究
(1)
及び既報

(2)
を参照されたい。

4. PAC吹出し気流風速分布測定実験

　4.1 実験概要

　PAC 吹出し口の図芯を通り実験室を東西に分断する鉛

直断面上に設けた風速測定点において超音波風速計 ( レン

ジ：0 ～ 10m/s、精度：±(3%reading+0.05m/s)) で風速を測

定する。測定周波数は 10Hz、測定時間は 60s/ 点である。

実験条件を表 1に示す。

　4.2 実験結果

　PAC の吹出し・吸込み気流温度は表 2 で、室内鉛直温

度分布と PAC 吹出し温度の関係が図 3 で明らかとなった。

図 4、図 5、図 6 に代表して風向モード２の結果を示すが

定性的に他のモードの結果も概ね同様の傾向が見られた。

図 7のずれ率では理論上は右上がりのグラフとなるはずだ

が、全ての結果で一貫した大小関係は見られず、本報では

最適 P.V. 面を定義するに満足な結果は得られなかった。本

報は既報
(2)
に述べた風量補正を行っており、この補正の

精度や風速計の精度が一因であると考えられる。またずれ

率の定義式にも更なる検討が必要であると考える。

(2.1)

(2.2)
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送風 [℃ ] 冷房 [℃ ] 暖房 [℃ ]
風向
モード

吹出し 吸込み 吹出し 吸込み 吹出し 吸込み

モード 1 25.8 25.8 14.8 24.5 42.2 24.5
モード 2 25.4 25.5 13.2 24.4 39.8 24.8
モード 3 26.6 26.4 13.2 24.0 39.6 24.8
モード 4 欠測 欠測 14.2 26.0 39.5 24.6
モード 5 27.0 26.9 14.0 26.0 40.4 24.2

表 2 PAC 吹出し・吸込み気流温度時間平均値

図 3 室内鉛直温度分布と PAC 吹出し気流温度

図 6 等温・非等温吹出し気流の風速成分比較 (モード 2)
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図 4 風速ベクトル図 (送風・冷房 )

図 5 風速ベクトル図 (送風・暖房 )
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𝑣𝑖𝑠𝑜: 等温吹出し気流スカラー風速 [m/s]
𝑣𝑛𝑜𝑛 : 非等温吹出し気流スカラー風速 [m/s]
𝜃𝑖𝑠𝑜 : 等温吹出し気流の風向 [m/s]
𝜃𝑛𝑜𝑛 : 非等温吹出し気流の風向 [m/s]　n: 主流域の測定点数 [-]

記号5. 結論

　本報では P.V. 法を用いたパッケージエアコン吹出し気流

の CFD 簡易再現手法を目的とし最適な P.V. 面位置の検討

を行った。以下に結論を示す。

等温、非等温吹出し気流の風速分布が一致する最適

P.V. 面位置決定を目的とし新たにずれ率 𝜉𝑣、𝜉𝜃 を定義

し吹出し気流の評価を試みた。

実験結果より算出したずれ率は一定の傾向が見られず、

最適 P.V. 面を定義するに足る根拠は得られなかった。

 ・

 ・

　今後は風速計の温度特性の精査や、ずれ率の更なる検討

を行い最適 P.V. 面位置の評価手法を尚々考案する所存であ

る。
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図 7　等温・非等温吹出し気流におけるスカラー風速のずれ率𝜉𝑣と風向のずれ率𝜉𝜃
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( ※ 2)𝑣𝑖𝑠𝑜 ≧ 0.5m/s
を満たす主流域の値

のみ算入している。

(※ 1) 但しここで

"cooling" は冷房条件

"heating" は暖房条件

を表す。
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𝜉𝑣 𝜉𝑣 𝜉𝑣 𝜉𝑣 𝜉𝑣

𝜉𝜃 𝜉𝜃 𝜉𝜃 𝜉𝜃 𝜉𝜃

𝑣𝑛𝑜𝑛 = 𝑣𝑐𝑜𝑜𝑙𝑖𝑛𝑔
𝑣𝑛𝑜𝑛 = 𝑣ℎ𝑒𝑎𝑡𝑖𝑛𝑔
𝜃𝑛𝑜𝑛 = 𝜃𝑐𝑜𝑜𝑙𝑖𝑛𝑔

𝜃𝑛𝑜𝑛 = 𝜃ℎ𝑒𝑎𝑡𝑖𝑛𝑔


